









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































レ居レリ之等ノ総テハ都市民ノ需求ニ供スルヲ主トシ生産額モ尚ホ微々タル程度ニ在リ夫等ノ凡テカ日本 於ケル一漁村ノ産額ニ比較スベ 營業資金ヲ省ミ モ恐ラク南洋方面ヲ合算シテ百萬圓ニ上ラサルベシ然モ魚族豊富ニシテ海上平靜暑熱又甚シカラサル天恵ノ地其無限ノ寶庫ノ開カレタル状態トシテハ尚ホ寒心ニ耐ヘサル所ニシテ過去現在テハ吾同胞ノ業モ僅カニ其一歩ニ入リタルニ過ギザルモノト曰フヘキデアル　
（イ）水産生物ノ種類及分布ノ状況










































































































」島「ケイラン」 「マニパ」 「ブル」 「ア
 





































































流向ヲ同シク潮汐本区域内ニ於ケル潮汐ハ極メテ複雑ナリ其ノ大要ヲ記セハ次ノ如シ春秋ノ朔望前後ニ於テ 毎日略規則正シク二回 低潮ト二回ノ髙潮トアリ太陰 子午線經過時ヨリ髙潮時ニ至ル迠ノ時間（朔望髙 ）ハ「バンダ」海及「モロツカ」海ニ於テ約一時ナレドモ北ニ進ムニ從ヒテ次第 大トナリ「モロッ
 



























































































」 「ボルネオ」 「マニラ」 「アンボン」等ヲ調査シタルニ罐詰及塩魚乾魚等ヲ
 






































活ハ遂ニ南進スルノ他ニ對策ヲ認メヌカラデアル母舩式漁業或ハ遠洋漁業ト根據地漁業トノ比較ハ営業上ノ場面ヨリ見ルナレバ簡単ナリト雖モ地理的ノ立場ヨリ國際上ノ関係ヨリ餌料問題魚族 習性即チ 撈種別ヨリ考察スルトキハ頗ル難解デアル然シ何レノ時代何レノ國ニ於テモ両者共ニ併進シテイル或ハ兼業サレテイルノテアル離ル可ラサ モノモア ノデ又夫レデナクテハナラヌ何レニシテモ南方漁場ノ隆盛ヲ期スルニハ公海 漁業タルニモセヨ其附近ノ國々ト全ク隔離シテハ困難テアル故ニ南洋ノ多分ハ蘭領テアリ其 場ノ富有ナル蘭領ト合辨提携シテ進メルコトハ最モ適切ナリト信シタルヲ以 昭和二年以来此ノ解決ニ没頭シ イルナレド不況ト共ニ尚ホ達成ニ至ラサ ハ遺憾ニ堪ヘナイ所テアル漁業ノ就中主ナル大敷網業ハ定置漁業ニシテ沿岸漁業テアル鮪延縄業ハ公海ナリトシテモ其餌料ハ九分通リ沿岸ニ求メネバナラヌ鰹ニシ モ同様テアル時ニ飲料水ヲ求メ薪炭ヲ積ミ日常品ヤ種々ノ要件ハ附近ノ陸地ニテ為サネバ ラヌ事ガ多イ必ス附近ノ民族ト親和ヲ策 ニ力メネバナラヌ殊ニ移住漁業ニ於テハ日夕外領 ルヲ忘レナイコトハ大切デア 其土人ノ外人ナルコトヲ荀モ失念シテハナラヌ更ニ吾人ハ日本人デアリ帝國ノ現民ト ノ責任感 有シ赤誠ヲ以テ當事セネバナラヌ個人外交ノ宜シキヲ得 國威ノ發揚ニ努メネバナラヌ有色人種 範ヲ示シ彼等 指導セネバナラヌ又而シテ東洋民族ノ和平ヲ求メネバナラヌ由来吾國ハ海國ナルニ拘ハラズ海外ニ於テ「ホ
ー
ム」シツクヲ起スコトノ現著ナルハ甚ダ残念デアル之レヲ防遏スル





































































































今後ノ漁業ハ種類ヲ問ハス資本的漁業テアラネバナラヌ過去現在迠ハ都市ノ需用ヲ目的トシテ發達シタルモノニテ勿論小資本ニテ起業シ得タ故ニ人口壹萬以上ノ場所ニハ行キ渉ツテ経営セラレテイル既ニ餘地ヲ残サゞルノ已ミナラズ土人ノ忌避政治上ノ議論サへ見聞 ルヨウニナツタ地方ニハ幼稚ナガラモ自給ノ為メニ漁業ガアルカラ販途ガナイ然ル故ニ加工製品或ハ生魚輸送ハ舉ニ出テナケレバ ラヌ結果小資本ニテ過去同様ノ起業ハ全然不可能デアル世界ノ状勢 類ノ要求 罐詰時代ト認メル而シテ原料タル鮪鰹ハ鮭鱒 代 重大性ヲ有スル恐ラク近キ未来ノ市場ニテハ鰹鮪ノ天下ナルコトヲ注言スル即チ原料ガ豊富ナルカ デアル佳肴アリト雖モ産額ニ乏シキハ世界的テナイ且ツ食料営養ノ目的 相應シクナイ兎ニ角ニ人心思潮 早ヤ其處ニ鰹 ニ傾イタ様デアル斯 如キハ歴史上ヨリモ實用カラム然カアラネバナラヌ鰹節ノ如キハ 族製品中殊ニ傑出シタ 進歩ヲ見タルモノ シテ如何ニ先人ガ苦
辛ママ
惨憺ヲ

































コ」ナドモ旺盛ヲ極ムル 至ラン濠洲北東部ニ於ケ 公海ノ眞珠貝ハ多大テアル殆ンド無盡蔵デアル該貝ハ採取スルニ因リ新シキ貝ノ繁殖ヲ来タシ而シテ新シキ程介殻 髙價ナルハ衆知ノ事ト思フ尚ホ念ノ為 注意スルコトハ眞珠漁業トハ珠玉ヲ採取スル目的デナク髙瀬貝ノ如ク介殻ヲ望ムノテア 稀レ 珠玉ヲ含有シアル時ハ一ノ掘出物トセラレテイ ノテアル時下一ピコル（日本ノ百斤相当十六貫百廿七匁強）六十盾ニ下落シテイルガ過去ニ 百盾値段ガ永ク續イ タモノデアル南洋 於テ左ヨリ右ニ金ニ代ヘラルゝ就中ノ品物デアル「マカツサル」ヤ「シ ガポ
ー
ル」ナレバ何時ニテモ担保倉入レガ出来


























































































































































































































































































































































































ニヨレバ年約四百拾萬弗賣買サレテイル而シテ此外ニ輸入壹千五百萬ニ至ルヲ以テ百萬ヤ百五十萬弗ノ鮮魚ヲ送ルニ足リルヲ考フルモノテアル輸入地ハ北「ボルネオ」 、 「 ラワク」 、錫倫、香港、支那、彿領印度支那、日本、 「スマトラ」 、 「シヤム」 、等ナルガ輸出地モ又以上同ジデアル　　
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現在ノ南洋ニ於テハ輸入コソアレ魚族ノ輸出ハ皆無テアル而シテ鮪ノ原料トシテハ就中賞味サルゝ「キワタ」 （糸鮪）ノ多存スル事ハ味フベキ事デアル米國ニテ「トンボ」ト糸鮪（キワタ） 両種ガ賞味サルゝカラデアル
（未完）
６
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刻
者
に
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追
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